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-日本の沿岸績を網Z量的に調べ、全国に1161カ
所の保護区が存在することを確認した。
-その30%は漁業者による自主的な管理の枠組
みであることが判明。
i弘主I
野付漁協女性創liま昭和63年より「お魚を殖やす相直樹
運動Jを実施。
績割時事業を通じ資源循環裂漁業の発展と都市と漁村
の交流を深めることを目f旨し，首都圏のコープと「海を守
るふー どの霊長づくり基本協定』を調印。
{写真且ぴテキスト也興.野付治1M宅四ムベm ジ;hltρ;{{il・
m削 ke.jp{，尉 enl/ev刷、t.hlml)
森と川と海の連関
・日本では，人間も外部潔携の一部としてとら
える考え方がある
・つまり，都市とその外部環境はつながってい
るという考え
・実際、江戸は循環型社会
・今も、「循環型社会形成推進基本法J(平成
12年に成立)や、それに基づく「循環型社会
形成基本計画Jなどが存在
・森と海と川の連関も理解が浸透しやすい
「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.11 別冊 シンポジウム・研究会 編 
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Giddings， Hopwood， Q'Brien (2002) 
"Environment， economy and society: fitting 
them together into sustainable devel口pment"
Sustainable Development 10:187-196の議論
-多くの米国人・英国人は、郊外における環境
保護を優先し、都会の環境に対して払う関心
は少ない。つまり、郊外の野生の動物などを
人聞から保護することは熱心。
・二の根源は、環境が人間と切り離された存在
であることなどにある。
筆者注これは欧州の都市は械壁に固まれていた
ことと関係していると忠われる
-西欧では所有権，個人主義，自由主義が基本的な価
値になった。環境保全も個人に所有権を持たせてスチュ
ワードシップを発揮させるべきといった発想になった。
.一方で，アジア・アフリカの漁業は集団管理も多〈残る。
日本が推進してい
たSatoyamaイニ
シアティブも実は
反対する国がい
た
2010年名古屋での生
物多様性条約COP10
の様子{筆者撮髭)
降よでの狩猟は衰退したのに
海で漁業が継続できているのはなぜ?
うこれは海の方が陸よりも物質循環の回転が速いから
|pddi B 巾 ItlZmPAWi;1
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Whitakker， E. (1975) Commu円itiesand 
Ecosystem 2nd ed. Macmillan， New York， 385pp " 
里山の思想 
 
 
 23 
 
(aes吐letic，recreational) 
.基盤サービス(nutrient
cyclingラpnmary
production) ---(u悶 刊叩
2016年には「つながり」を重視した価値体系
rRelational ValueJを重視する論文も米国アカデ
ミ一紀要で出版された(KaiChan et al目2016)
-最近，人と自然のつながり，森川海のつなが
りなどを含む発想が世界で脚光を浴びだした。
.海から里山をながめて気がついたことは，
「つながり」が重要である点。「つながりJIま物
質循環という自然側から見た価値と，人聞と
生態系という人間側から見た価値がある。価
値のPlurality(復数性)を重視する必要がある。
市場取引されていない「生態系ザービス」
への注目が近年高まってきた
五孟広.iiQ2.通草(♀主位是血之ムニ率三阜)
孟丘@玄U(惜牽循環 -'hl牛産)
土壌浸食の制御、護岸 (マングロープ、サンゴ)
盤皇藍翠 (栄馨掠稲田合物遁鏑)
浄水、廃棄物の処理(有機物の分解、 無機化、 無毒化)
生物の避難場所提供 (藻場、 珊瑚礁)
食糧生産 (漁業)
素材の提供(医薬品)
遺伝子資謀(有用微生物)
リヴレーショ ン、 観光(エコツー'Jズム)
文化・美観(宗教、文学)
(Costa悶aet aL， 1997; UNEP， 2005) 
国連ミレニアム生態系評価後の動き
• TEEBf生態系と生物多様性の経済学J:2008年の生物
多様性∞ P9(ドイツ)の前後に活動。価値を経済評価
して政策決定に役立てるべき。
• Satoyamaイニシア子ィブ 2010年生物多綴性COP10
IPBESf生物多犠性及び生態系サービスに関する政府
間科学ー政策プラットフォームJ:2012年設立。TEEBが
経済学者中心であったのに対し。 IPBESは生態学など
幅広い人材で議論。
-2・陵司
